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生田緑地における野鳥の生態的分布

沼里和幸’

はじめに

神奈川県川崎市多摩区にある生田緑地は，多摩丘陵東端に位置する約70haの地域であ

る．ここは，川崎市の公園として保存されている緑地で，地域内に川崎市立民家園，青少

年科学館などの施設があり，他に，広場，樹木園やかつての武蔵野の雑木林の面影を残す

二次林などから構成されている．緑地を取りまく周辺は，住宅地として開発されており，

本地域は急速に都市化された環境に残存する緑地ともいえる．こうした残存緑地に生息す

る野鳥の種類および観察個体数の季節変動と生活の場を明らかにするために，1980年11月

から'81年10月，および'83年１月から'83年10月に線センサス法による調査を行なったの

で，ここに報告したい．また，1980年11月から'81年10月までのセンサスで,繁殖期にスズ

メが二次林内で見られることがたびたびあった．筆者が行った千葉大学西千葉地区におけ

る調査（沼里・唐沢，1979）でのスズメの見られる場所の考察にはなかった点である．そ

こでこの地域におけるズズメの生活の場の季節変化をとらえるために，1983年１月から１０

月にかけ，スズメのみのセンサス調査も行なった．ここにそのまとめも報告し，スズメの

生活の場の考察をしてみたい．

鯛査地の概観

調査コースは，公園の東寄りの入口（Ａ地点）よりはじまり，アヤメ園，レストハウ

ス，青少年科学館，公園西部にある池，梅園，公園南部を東西に走る道，そしてＡ地点に

近い駐車場前（Ｃ地点）に出る約2.41ｍの行程である（図１)．青少年科学館までの道は，

ほぼアスファルトで固められているが，それ以外は砂利や土が裸出している．Ａ地点から

Ｂ地点までは平坦なコースであるが，Ｂ地点からＣ地点までは山の斜面を登り降りするコ

ースである・科学館前と一番高い所の標高差は’約40ｍである．山の斜面は，おもにクヌ

ギーコナラ二次林からなっている●クヌギやコナラ以外にイヌシデ，ミズキ，エゴノキ，

ヤマザクラ，クリなどの落葉広葉樹が混じっている．林床部には，シラカシ，アラカシ，

ヒサカキ，アオキなどの常緑広葉樹の低木が生育しているが，ササ類もかなり多い．他

に，青少年科学館や広場のまわりには，常緑広葉樹が植えられている．またコース奥にあ

る池のそばには，メタセコイアが植えられている．コースを大まかに見ると，調査地中央

部にある青少年科学館前やアヤメ園の付近がよく開けている地域で，それ以外の調査地周

辺部は，ほぼ二次林であると言える．

鯛査方法

1985年９月11日受理

１．〒１９４町田市原町田4-24-30-406.
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図１.調査地．
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調査は，線センサス法により行なった．観察幅は約50ｍとし，上空を通過したものも含

め，種類，個体数，行動，発見位置を記録した．調査は，1980年11月から'81年10月まで

は，月１～３回行なった．年間を通して午前７時30分から８時30分前後に行なうように

し’１回の調査あたりの平均所要時間は80分であった．調査には双眼鏡（８×30）を用い

た．また'83年１月から'83年１０月までは,上に述べたものと同じ調査を月，回，そしてスズ

メのみのセンサス調査を月１～２回行なった．

結果と考察

１．出現種とその季節変化について

調査期間を通して観察された烏は，１８科目36種（ドパトを除く）であった．調査期間の

前後に調査地内と調査地隣接地で観察したものも含めると，全部で19科39種になる．出現

種は，日本鳥類目録（日本烏学会1974)に従い，表１に示した．1980年11月から'81年１０

月までの１年間に観察された30種について，それらの季節的な出現状況を唐沢（1978）に

従い，出現月数(Ｍ）と出現率（Ｆ）とから次の６タイプに整理した．出現率は，Ｆ＝〔そ

の種の出現した日数／総観察日数〕×100（％）で算出した．ただし，総観察日数は，留鳥
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表1．生田緑地南東部における鳥類目録

TableLListofbirdsobservedinthecenteroflkutaPark．
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pH24SL4MDAE(キジ科）

Species

α"jtzd幼吻0"e(ウグイス）
Fｿby"bsc叩蛎0"柳zﾉﾒs(センダイムシクイ）
Ｍ"scjbzzpZzg,fsgjs此〃(エゾビタキ）
､2功sｵｶﾙＵ池α"αzjUzjIz"(ｻﾝｺｳﾁｮｳ)豪l
AECITHHLlDAE(エナガ科）

A哩伽ﾉosaz"dbjzJs(エナガ)※２
jqARjDAE(シジュウカラ科）

Ｒz"ｨsα彫バヒガラ）

Ｒ”"z4s(ヤマガラ）

Ｒ”､(z/ひバシジユウカラ）
ZOS7EROEﾉＤＡＥ(メジロ科）

ZbS花mls〃0"”(メジロ）
EMBERjZZDAE(ホオジロ科）

Ｓｐｅｃｉｅｓ

ａＣＯＭ１守りRMES(コウノトリ目）

ARDEIDAE(サギ科）

１．Ｅｇ花/”gzz7zg/な(コサギ）
AjMSERlFひRjMES(ガンカモ目）

ＡｊＶＡＴＩＤＡ瓜ガンカモ科）
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27.Ｅ"Z6eγfZZZ”ﾉﾋ左S(ホオジロ）

28.Ｅγ７４s"bZz(カシラダカ）

29．Ｅｅｋ浬妬(ミヤマホオジロ)燕3
30．ＥｓｐＯｄｂ”肱ZAZ(アオジ）

Ｆ配jZVGZLLlDAE(アトリ科）

３１．Ｑｚ所｡"e姑si"”(カワラヒワ）

32.Ｅり，ﾙ0””海0”わ(イカル）
33．Ｃｂ“ひ肋mz4S/esCOC℃0肋mz4sjes(シメ）

RLOCEﾉDAE(ハタオリドリ科）

34．RZssgγ加0"われZJS(スズメ）

STU??ＭDAE(ムクドリ科）

35．Srz"ﾌzzjsα"g”“z鱈(ムクドリ）

ＣOR1/TDAE(カラス科）

36．Ｑｚ"脚ﾉ"Sg12z"dtz流z4s(カケス）
37.Ｑ児z"O伽ZのIzz”(オナガ）
38．Ｃｂ”z4scoγwze(ハシボソガラス）

39.Ｃ”C”戒y"C加S(ハシブトガラス）
(注)燕1は、’82年６月６日に観察。

※2は、’80年３月９日に観察。

※3は、’79年12月２日に観察。
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３．Ｂｔｚ柳６２４s允0ﾉﾋz肋0ｍc”(コジュケイ）

４．及ﾙ〔zsわれzdscO峨允妬(キジ）

ＣＯＬＵＭＥﾉFひRjMES(ハト目）

COLUMBIDAE(ハト科）
５．Sr7ZP”gﾉjtzo椛邦”ﾉfs(キジバト）

CORACZIFDRMES(ブッポウソウ目）

ALCEDKMDAE(カワセミ科）

６．Ａ雌｡ひα"〃た(カワセミ）

FYCmORMES(キツツキ目）

ＦＹａＤＡＥ(キツツキ科）

７．，℃”mcOpOsル”んｊ(コケラ）
RASSERjFDRMES(スズメ目）

ＨⅢ?ＵﾊZDIZVIDAE(ツバメ科）

８．班〃"dり“ｔｊａｚ(ツバメ）

ＭＯｎ４ａＺ,ＬｌＤＡＥ(セキレイ科）

９．Ｍりなc"〃ｃ"e所gzz(キセキレイ）

１０．Ｍαﾉ”(ハクセキレイ）

pYCjVOjVOTYDAE(ヒヨドリ科）

１１．Ｈゅsjpe鰹α”"、/fs(ヒヨドリ）
LAjVZIDAE(モズ科）

12.Ｌα"“６"c”"/妬(モズ）
皿〔XSaCAEIDAE(ヒタキ科）

13.ＦｿbOe"”"‘sα"””z4s(ジヨウビタキ）

１４．，"てﾉ"s血"”(トラツグミ）

15．盃ｃﾉZ?訊sojaz4s(アカハラ）
'６．ｍ”ﾉﾉﾉﾋﾉ"s(シロハラ）
'７．ｍ”"””ｊ(ツグミ）

2６．

については年間を通した25日，夏鳥と冬鳥はそれぞれ４月～９月および10月～３月の各６

ヶ月間の11日，１４日をあてた．

（１）当地で年間にわたり見られ，出現率の高い鳥Ｒ（留鳥）（Ｍ≧６，Ｆ≧30％）：コ

ジュケイ，キジバト，コケラ，ヒヨドリ，シジュウカラ，メジロ，ホオジロ，スズメ，ム

クドリ，オナガ，カラス類（ハシブトガラス，ハシボソガラス）の１１種．ただし，カラス

類は種の確認ができない場合があったので一括して扱った．

（II）留鳥性だが当地では出現率が低い鳥ｒ（Ｍ＜６，Ｆ＜30％）：コサギ，カルガモ，

カワセミ，キセキレイ，モズ，ヤマガラ，カワラヒワ，イカル('83年１月から10月までの

ものを含めると，他にキジとハクセキレイ）の８種（10種)．

（Ⅲ）当地で春夏に出現月数が多く，出現率の高い夏鳥Ｓ（Ｍ≧３，Ｆ≧30％）：ツバメ
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1種.また,､11地ではまれな夏鳥としてセンダｲﾑｼｸｲとｴゾピﾀｷの2種が'83年に記

録された．

（Ⅳ）当地でよく見られる冬鳥Ｗ（Ｍ≧３，Ｆ≧30％）：シロハラ，ツグミ，ウグイス，
アオジ，シメ，カケスの６種．

（Ｖ）冬鳥として渡来するが，当地ではまれな鳥ｗ（Ｍ＜３，Ｆ＜30％）：トラツグミ，

アカハラ，ヒガラ('83年１月から10月までのものを含めると他にジョウビタキとカシラダ

カ）の３種（５種)．

以上のように30種の観察種のうち，１１種はまれな種で，主要種はＲ（12種)，Ｓ（１

種)，Ｗ（６種)の合計19種である．また，当地での繁殖の確認が得られたものは，コジュ

ケイ，キジバト，ヒヨドリ，シジュウカラ，スズメの５種であった．繁殖の可能'性の高い

ものとしてば，コケラ，メジロ，ホオジロ，ムクドリ，オナガ，ハシブトガラスの６種が
あげられる．

次に，側別観察種数の変化を図２に示した．年間を通して，Ｒが最も多く見られ，夏に

はＳのツバメが加わり，冬にはＷの･6種の加わるというパターンがくり返されていると考

えられる．年間を通してではないが,’83年１月から10月までのセンサス結果をみても同じ
ことがいえる．低地滞の森林

内で繁殖するトラツグミ，セ諏
数

ンダイムシクイ，サンコウチ

ョウ，イカルなどは，春秋の

渡り鳥と同じように短かい期

間しか観察されていない．生

田緑地の野烏の主要極には，

森林内を採食に利用する冬鳥

は見られるが，森林内で繁殖

する夏烏がほとんどいないこ

とが，出現種の特長の１つと

してあげられる.

生111緑地での出現種を，当

調査地に近い1.1本女子大学西

生田校地（川崎市多摩区，調

査面秋約29ha)のセンサス結

果（峯岸1978）と比べてみ

た．西生田校地では，１０年間

の調盃期間中に30科66種（ブ

ンチョウ，ジュウシマツ，セ

キセイインコを除く）が観察

されており，そのうち調査期

間内に１回しか観察されてな

いものを除くと27科58種にな図２．月
る．生田緑地内の調査地で観Fig.2.Ｍ
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察されなかったが，西生田校地で観察されたもので観察数の多いものは以下の通りであ

る．サシバ，カッコウ，ツツドリ，ヨタカ，アマツバメ，アカケラ，ヒバリ，コシアカツ

パメ，ビンズイ，サンショウクイ，ルリビタキ，マミチャジナイ，ヤブサメ，キクイタダ

キ，オオルリの16種である．このうちサシバ，ツツドリ，ヨタカ，ブッポウソウ，サンシ

ョウクイ，ヤブサメ，オオルリの７種は，低地帯の森林部で繁殖をする夏鳥である．

ところで，野鳥の出現種数とその森林面積の関係を述べたものに樋口（1982）がある．

それによると，関東地方での低地帯にある孤立した森林で面積が100ha以上ないと出現する

ことの少ない夏鳥に，オオルリ，ヤブサメ，サンショウクイ，トラツグミ，センダイムシ

クイ，ツツドリなどがあげられている．生田緑地内の調査面積は約l2ha，調査はしていな

いが調査地に続くまわりの森林を含めても約70haで，l00ha以下の面積となり樋口(1982）

の考察に一致する．しかし，西生田校地の調査面積は約29haで，l00ha以下の森林に入る

が，オオルリ，ヤブサメ，サンショウクイが観察されており，樋口（1982）に一致しな

い。けれども現在から10年以上前の多摩区周辺には，まだ森林が残っていたことが予想さ

れ，西生田校地周辺にもそれとつながる広い森林面積があったと考えられ，それがオオル

リ，ヤブサメ，サンショウクイなどの出現と関係があるのであろう．峯岸（1978）による

と，１０年間の調査の間に森林で繁殖する夏鳥（センダイムシクイ，サンショウクイ，アオ

パズク）の渡来数が減り，他の夏鳥も５月頃までしか見られない渡り鳥のように少ししか

観察されなくなってきている．生田緑地も含めて多摩丘陵の開発にともない，ひと続きの

森林面穣が小さくなり，その途中の結果として，森林で繁殖する夏鳥の減少が起こってき

たことが予想される．（羽/時間）

←シジュウカラ

今一℃ヨドリ

⑨一スズ?メ

【こつ

２．観察個体数および生活２５

の場の季節変化

1980年11月から'81年10月烏

淵驚総忌灘2。
ﾝｻｽの結果を,表2,表３；

熊:§鮮雲L;'，
ｳｶﾗ,ｽズﾒの3種が,他§
のものに比べ年間を通して観１ｏ
察個体数が多い．図３は，こ

れら３種の季節変化を示した

ものである．また，調査地の５
環境を野鳥がどのように利用

しているか明らかにするため

に，唐沢（1968)，沼里･唐沢０
(1979ﾙ浜口(1983)に従つ珊12‘8Ａ２３４５６７８９１０（月）

て，図４のように９つに区分図３．観察個体数の月別変化

した．主要種ＲとＷの８種にFig.3.Monthlychangesintheobservednumberofindividuals
ついて，各区分毎に観察されofthespeciesFh砥'"ZZ/り(blacksquare),H3IPs椎悠α〃…雄

（blacktriangle),andRzsseγ柳0"”"s(whitecircles)．
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表2．観察個体数の季節変化(１時間当りの記録個体数)。

Table２．SeasonalchangesinnumberofindividualsobservedfOrmNovember，l980to

October,1981.

1985.12

合計観察個体数

合計種類数

渡
り
区
分
Ｒ
Ｒ
Ｓ
｜
ｒ
Ｒ
ｌ
ｒ
ｌ
ｗ
ｌ
ｗ
ｌ
Ｗ
ｌ
Ｗ
ｌ
Ｗ
－
ｗ
ｌ
ｒ
ｌ
Ｒ
ｌ
Ｒ
ｌ
Ｒ
ｌ
Ｗ
－
ｒ
｜
ｒ
ｌ
Ｗ
ｌ
Ｒ
－
Ｒ
ｌ
Ｗ
ｌ
Ｒ
ｌ
Ｒ

月

調査回数

合計観察時間(分）

．サギ

カルガモ

コジュケイ

キ ジバト

カワセミ

コゲラ

ツバメ

キセキ レ イ

ヒヨド リ

モズ

トラツグミ

ア カハラ

シ ロハラ

ツグミ

ウ グ イス

ヒガラ

ヤ マ ガラ

シジュウカラ

メジロ

ホ オ ジロ

アオジ

カ ワ ラヒワ

イカル

シメ

スズメ

ムクドリ

カケス

オナ ガ

ハシボソガラス

ハシブトガラス

不明（カラス類）

･8０

１１月

２

230

12月

３

230

･８１

1月

２

189

２月

３

248

３月

２

179

４月

２

163

５月

２

160

６月

２

156

７月

２

162

８月

１

6２

９月

２

102

１０月

２

117

出
現
月
数
Ｍ

出
現
率
Ｆ
％

0.3 １ ４

5.5 １ ４
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表3．観察個体数の季節変化(１時間当りの記録個体数)．

Table３.SeasonalchangesinthenumberofindividualsobservedfromJanuarytoOctober

inl983．

１０月月

調査回数

合計観察時間(分）

力ルガモ

コジュケイ

キジ

キジ バ ト

コゲラ

ツバメ
ー－

キセキレイ

ハクセキレイ

ヒヨドリ

モ ズ

ジョウビタキ

トラツグミ

シ ロ ハ ラ

ツグミ

ウ グ イ ス

センダイムシクイ

エゾビタキ

シジュウカラ

メジロ

ホ オ ジ ロ

ヵシラダヵ

アオジ

カ ワ ラ ヒ ワ

イカル

シメ

スズメ

ムクドリ

カケス

オナガ

ハシボソガラス

ハシブトガラス

不明（カラス類）

合計観察個体数

合計 種 類 数

１
｜
兜

1.3

恥
一
郡

5.2

1.3

Ｓｔｒｉｘ４

岬
一
咽
一
噸

1６．１

1１．６

叱
一
鯛
一
ｍ
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た個体数を繁殖期

６月）および(５

越冬期（12～１月）

につき整理したもの

が図５である．

ヒヨドリは,１２～３

月の越冬期に少な

く，４～６月の繁殖

期に多い(図３)．図

５から，ヒヨドリは

皿
鮒

繁殖期には森林上層

部で見られることが
出
三
ロ
届多いが，越冬期には

観察回数が少なくな
図４．環境区文

Fig.4.DistributionofhabitatsinlkutaPark
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り，森林以外のかなり開けた場所（ごみ箱，垣根，広場の裸地）でも観察される割合が増

えていることがわかる．越冬期には，ヒヨドリそのものの個体数が少ないこと（南方への

渡りが考えられる）とともに森林内でのヒヨドリの餌がかなり少ないことが関係して観察

個体数が少ないと考えられる．

シジュウカラは，年間を通してよく観察される（図３)．’83年11月から'81年３月までに

合計24回，４羽以上の群れで観察された．そのうち，コケラ，メジロ，ヤマガラ，ウグイ

ス，アオジなどと一緒に移動する混群として観察されたのは16回，最大で25羽の混群であ

った．シジュウカラのみの群れでの最大は，１０羽前後のものであった．このような群れ形

成が,越冬期に観察個体数が多いことに関係している．また,ジシュウカラのさえずりは,’

81年の観察では２月からときどき聞かれるようになり，３月末には１回のセンサスで３

回，５月には５～６回聞かれピークに達し，７月を最後に聞かれなくなった．推定では，

調査地内に少なくとも３～５番いが繁殖していると考えられる．シジュウカラは年間を通

して森林内で観察されることが多いが，細かい利用場所を見ると越冬期と繁殖期では異な

る（図５)．繁殖期は森林上層部での観察が約80％ほどであるが，越冬期には約40％とな

り，低木屑から林床にかけての観察が約60％となる．越冬期にはササやぶや林床の地面で

の採餌の観察が多く，餌の分布の季節変化と大きく関係していると考えられる．

スズメは，４～７月の繁殖期に観察個体数が多く，１２～２月の越冬期にはずっと少なく

なり，繁殖期を中心に調査地を利用している(図３)．また，繁殖期には孤立木や裸地があ

る開けた所で観察されるのに加えて，林内で採餌や給餌をしているのが繁殖期の観察回数

の40％近くを占めている(図５)．二次林内での観察では，昆虫の幼虫を捕らえて幼鳥に与

えている場面もあるので，繁殖期の幼烏のための餌を取ったり与えたりする場として二次

林内を利用することもあると考えられる．ただ，林内といっても，二次林内を通る幅約５

ｍの道のわきで観察されたので完全な林内とは言えないのかもしれない．スズメは，非繁

殖期には観察回数も少ないが、ほとんど開けた所で観察され林内では観察されなかった．

二次林内の利用は，繁殖期特有のものと考えられる．

Ｗ（冬鳥）の中ではアオジが最も観察個体数が多く，次いでウグイス，シロハラ，シメ

と少なくなる(表２，表３)．冬鳥の方は，越冬期中，観察個体数にはあまり大きな変化は

見られなかった．また，図５から，シロハラ，ウグイス，アオジは，やぶや林床部を中心

に利用しており，ツグミは同じ仲間のシロハラと異なり裸地のような開けた所をおもに利

用していることがわかる．

３．スズメの生活の場の分布

調査地内でスズメが観察された場所を，観察したときの羽数とともに表わしたものが，

図６と図７である．

図６は,1980年12月から'81年１月と'81年５月から６月の各センサスにおいてのスズメの

みの観察結果を整理したものである．越冬期と繁殖期における調査地内のスズメの水平分

布と考えてよい．越冬期は，観察回数が少なく，観察したときは６羽以上の群れが越冬期

の観察回数の30％近くあった．観察される場所は，人家に近い駐車場付近と科学館前の広

場だけであった．ところが繁殖期には，観察される場所が，調査地内の開けた場所全体に

広がり，それ以外に二次林内でも観察されることがあった．観察したときの羽数は繁殖期

の観察回数の65％近くが２羽以下で，６羽以上の群れの観察は３％くらいであった．
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●Ｉ

似１７は，スズメのセンサス結果

のみを２か）j征に整理したもので

ある．この図から，科学館前の広

場では，年間を通して観察された

ことがわかる．越冬期('83年１月

と２月）と繁殖期（'83年５月と６

)j）を比べてみると，越冬期には

６羽以上の群れで観察される割合

が大きいこと，繁殖期には５羽以

下の群れで観察される割合が大き

く，観察される場所が広がること

など，図６の場合と同じことがい

える．年間を通してみると，越冬

期から早春にかけては科学館前の

広場を中心にしか観察されない

が，５～８月の繁殖期にかけては

調査地内の開けた場所全体に広が

って観察され，秋には観察回数が

少なく，科学館前の広場での観察

割合も少ない．

以上のことから，当調査地内で

スズメは，繁殖期に科学館前広場

の繁殖地とともに道沿いの開けた

地域と二次体内の道沿いの部分を地域と二次林内の道沿いの部分を図６．スズメが観察された場所（ｉ）．■：１羽，▲：２－５羽，

生活に利用しているといえる．ス●：６－１０羽，。：１１羽以上．Ｎは観察日数．

ズメの食性調査（内田，葛，仁Fig.6.Distributionofplacesinwhichsparrowswere

部，1922）によると，繁殖期は昆observed(i).Blacksquaresindicateone
虫食が多く，越冬期は種子食が多sparrowobservedBlacktriangles,twotofivesparrows
い、幼烏への給餌も含めて，繁殖perobservation,blackcirclesfromsix

卿での昆虫食への偏りが,二次林麗搬網塞麗鰻珪vn…i…
内の利用を促進していると考えら

れる．ただ，道沿いの開けた地域

や二次林内へは，科学館前広場で

の繁殖個体が入りこんだのか，調

査地外の地域から入ってきているのかはっきりしない．今後の調査が必要である．それか

ら越冬期には，科学館前広場での観察が主となり，二次林内や科学館を離れた道路沿いで

の観察がほとんどなくなり，限られた所しか利用していないといえ液

越冬期にはスズメは,１０羽以上の群れで観察されることがあり，岐大では15羽の群れ(ナ

ンテンハギの実の採食）であった．越冬期のスズメの群れが採食に利川する場所としてイ

ネ科草本などが多い草地があげられている（沼里･唐沢，1979)．調査地内には，そのよう
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図７．スズメが観察された場所（ii)．

Fig.7.Distributionofplacesinwhich

sparrowswereobserved(ii)．

ＳｙｍｂｏｌｓａｒｅｔｈｅｓａｍｅａｓｉｎＦｉｇ６．

嘉
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な広い草地が見られないことも，越冬期の観察個体数が少ないことや群れの規模が小さい

ことと関係していると考えられる．また，年間を通して外側から少し見ただけではある

が，民家園内ではスズメがあまり観察されなかったことも興味深い．調査地内でのスズメ

の繁殖状況，餌の分布と季節変化および周辺を二次林に囲まれた開けた場所へのスズメの

侵入やそこからの移動の関係は，興味ある問題である．

要 約

神奈川県川崎市の生田緑地において，野鳥の種類，観察個体数の季節変動を明らかにす

るために,1980年11月から'81年10月および'83年１月から10月にかけて線センサス調査を行

った．

１．出現種は全部で19科39種であった．出現月数，出現率から主要種は留鳥のコジュケ

イ，キジバト，コケラ，ヒヨドリ，シジュウカラ，メジロ，ホオジロ，スズメ，ムクド

リ，オナガゥハシブトガラス，ハシボソガラス，夏鳥のツバメ，冬鳥のシロハラ，ツグ

ミ，ウグイス，アオジ，シメ，カケスの19種であった．

２．出現種の特徴は，森林で繁殖する夏鳥がほとんどいないことである．これは，調査

地周辺の森林の減少によるものと考えられた．

３．年間を通して個体数が多かったのは，ヒヨドリ，シジュウカラ，スズメの３種であ

った．ヒヨドリは，繁殖期には主に森林の上層部を，越冬期には垣根や広場の裸地など開

けたところを主に利用していた．シジュウカラの利用場所は，繁殖期には森林上層部，越

冬期には，森林下層部が主体であった．スズメは，繁殖期には二次林も利用し，幼烏への

給餌が観察された．越冬期には二次林ではほとんど見られず広場での観察が主であった．
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Strix4

IkutaPark,ＴａｍａＷａｒｄ,KawasakiCity,KanagawaPrefectureislocatedinthemiddle

oftheurbanarea,Theseasonalchangeinobservednumbersandthelivingconditionsof

theavifaunaintheparkwerestudiedbythelinecensusmethodfolmNovemberl980to

Octoberl981andfromJanuarytoOctoberinl983．

１.Thetotalnumberofspeciesobserveｄｗａｓ３９・
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”o邦jaz,Ｅ"@69がｚａｃｊｂ此抵,Rzssgγ"””"s,鋤加蛎ばれg”"z4s,Ｑ脳z〃妙趣ｃ〕Izz邦α,Ｃｂγzﾉzfs

”cγひγhy"c伽Cs，Ｃ・ＣＯ、"e・Summervisitor：厩〃"｡ｂγ郡s"”､Wintervisiters：恥城鱈

pαﾉﾉiZjbUs,正ねα"”邦狐α粒ｄ鋤o邦9,Ｅ"O6e雄αゅodb”加血z,Ｃｂ"ひ肋”妬焔““o鋤mz4sjgs，

Ｑｚ”姑９２α"｡”j"s、

２.Interestingly,ｎｏsummervisitersbreedinthiswoods・Accordingtoacomparisonofthis

studywiththecensusrecordsfroml968tol978inthewestlkutacampusofNikonLady

University(Minegishi,1978)thedecreaseofsummervisitersbreedinginthewoodsseems

toberelatedtothecutingofthewoodsaroundthestudyarea、

３.Idividedtheenvironmentintoninepartsandattempedtodetenninetherateofuseof

eachpart、

４．f”動g＃9sα”塊”蝿Ｒｍｄｓ加加γａｎｄＦｾSSEγ加o〃趣冗zdSwereobservedmostlyallyear

round､MoreH・amaurotisoccurredinthebreedingseasonfromApriltoJunethaninother

seasons・Theyusedmainlytheupperpartofthesecondaryforest・Inthewinteringseason

fromDecembertoMayafewofthemwereobservednearthegroundinopenspacesｓｕｃｈ
●

astrashcansitesandhedges・ＭａｎｙＲｚ〃ｓ”〃oγwereobservedinbothwinteringand

breedingseasons・Inthewinteringseason,theyformedmixedgroups､Theyusedtheupper

partintheseconｄａｒｙｆｏｒｅｓｔ８０ｐｅｒｃｅｎｔｏｆｔｈｅｔｉｍｅｉｎｔｈｅｂｒｅedingseason・Butinthe

winteringseasontheyusedthispartonly40percentandthelowerpartonly60percentof

thetime,Apparentlythiswasrelatedtoseasonalchangesinthefoodhabitsandinthe

distributionoffood、

５．ＨｚSSEγ加0"”"z4swasoffenobservedinthebreedingseason､Ｔｈｅｙｕｓｅｄｎｏｔｏｎｌｙｏｐen

spacesbutalsothesecondaryforest,ThesecondaryfOrestwasusedforfeedingyoung

birds,Inwintertheywereoftenobservedingroupsofmorethan6individuals・Butinthis

seasonthetotalnumberswerefew,andtheywerenotobservedinthesecondaryforest､It

wasnotclearwhetheritwasthebreedingindividualsofthestudyareainthesecondary

forestinwinterorbirdsfromoutsidethestudyarea、
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